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市
町
村
全
備
を
参
え
る

先
月
号
で
は
、
合
併
論
議
の
背
景
に
つ
い
て
掲
載
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
市
町
村
合
併
に
よ
り
期
待
さ
れ
る

効
果
と
心
配
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
、
国
で
提
示
さ
れ
て

い
る
資
料
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。
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（
期
待
さ
れ
る
効
果
）

★
住
民
の
利
便
性
の
向
上

・
利
用
可
能
な
窓
口
の
増
加
に
よ
り
、

住
民
票
の
発
行
な
ど
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス

が
、
住
居
や
勤
務
地
の
近
く
な
ど
多
く

の
場
所
で
利
用
可
能
に
な
り
ま
す
。

“
旧
市
町
村
界
を
越
え
た
見
直
し
に
よ

り
生
活
の
実
態
に
即
し
た
小
中
学
校
区

が
設
定
で
き
ま
す
。

・
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
た
他
の
市
町

村
の
公
共
施
設
（
図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
な
ど
）
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

★
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
多
様
化

・
小
規
模
両
町
村
で
は
設
置
困
難
な
専

任
の
組
織
・
職
員
を
置
く
こ
と
が
で

き
、
よ
り
多
様
な
個
性
あ
る
行
政
施
策

の
展
開
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

・
従
来
、
採
用
が
内
灘
ま
た
は
十
分
に

確
保
で
き
な
か
っ
た
専
門
職
の
採
用
・

増
強
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
専
門
的
か

つ
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

★
重
点
的
な
投
資
に
よ
る
基
盤
整
備
の

推
進

・
重
点
的
な
投
資
が
可
能
と
な
り
、
地

域
の
中
核
と
な
る
グ
レ
ー
ド
の
高
い
施

設
の
整
備
や
大
規
模
な
投
資
を
必
要
と

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

★
広
域
的
観
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り

と
施
策
展
開

・
広
域
的
視
点
に
立
っ
て
、
道
路
や
公

共
施
設
の
整
備
、
土
地
利
用
、
地
域
の

個
性
を
活
か
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
効
果
的
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
環
境
問
題
や
水
資
源
問
題
、
観
光
振

興
な
ど
、
広
域
的
な
調
整
、
取
り
組
み

な
ど
を
必
要
と
す
る
課
題
に
関
す
る
施

策
を
有
効
に
展
開
で
き
ま
す
。

★
行
財
政
の
効
率
化

・
総
務
、
企
画
な
ど
の
管
理
部
門
の
効

率
化
が
図
ら
れ
、
相
対
的
に
サ
ー
ビ
ス

提
供
や
事
業
実
施
を
直
接
担
当
す
る
部

門
な
ど
を
手
厚
く
す
る
と
と
も
に
、
職

員
数
を
全
体
的
に
少
な
く
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
市
長
、
助
役
、
収
入
役
や
議
員
、
各

市
町
村
に
置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
委

員
会
や
審
議
会
の
委
員
、
事
務
局
職
員

な
ど
の
総
数
が
減
少
し
、
そ
の
分
経
費

も
節
減
さ
れ
ま
す
。

・
広
域
的
観
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

文
化
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
が
効
率
的

に
配
置
さ
れ
、
狭
い
地
域
で
類
似
施

設
の
重
複
が
な
く
な
り
ま
す
。

★
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
総
合
的

な
活
力
の
強
化

・
よ
り
大
き
な
帝
町
村
の
誕
生
が
、
地

域
の
存
在
感
や
「
格
」
の
向
上
と
地
域
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
企
業

の
進
出
や
若
者
の
定
住
、
重
要
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
誘
致
が
期
待
で
き
ま
す
。

（
心
配
さ
れ
る
点
）

一
高
中
心
部
と
周
辺
部
の
格
差
か
つ
く
な
ど

地
域
活
力
の
低
下
に
な
ら
な
い
か
？

・
様
々
な
地
域
の
住
民
の
意
見
を
反
映

し
、
中
心
部
と
周
辺
部
と
の
格
差
解
消

に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
市
町
村
間
で
ま

ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
を
十
分
に
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
応
じ
た
基
盤
整
備
な
ど
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
実
情
に
応
じ
て
、
議
会
議
員
の
選
挙

区
の
特
例
を
設
け
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

☆
従
来
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
と
い
っ

た
地
域
の
特
徴
や
個
性
か
失
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
つ

・
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ

て
き
た
、
各
地
域
に
お
け
る
歴
史
、
文

化
、
伝
統
、
個
性
に
墓
づ
く
ま
ち
づ
く

り
の
成
果
な
ど
を
十
分
に
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
イ
ベ
ン
ト
・
特
産
品
づ
く
り
な
ど
、

各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
尊

重
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を
継
承
す

る
と
と
も
に
将
来
的
に
も
活
か
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

☆
市
町
村
行
政
と
地
域
住
民
か
疎
遠
に

な
ら
な
い
か
つ

・
旧
両
町
村
単
位
な
ど
の
地
域
か
ら
の

意
見
を
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
旧
市
町
村
の
区
域
ご
と
に
設
置
可

能
な
地
域
審
議
会
や
そ
の
他
の
組
織
の

活
用
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
支
所
、
出
張
所
な
ど
の
適
正
な
配
置

と
、
そ
の
効
果
的
な
活
用
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
適

切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

☆
役
場
な
ど
や
公
共
施
設
へ
の
距
離
が

遠
く
な
り
不
便
に
な
る
の
で
は
？

・
住
民
票
写
し
の
交
付
な
ど
の
窓
口
サ

ー
ビ
ス
が
支
障
な
く
行
え
る
よ
う
、
旧

市
町
村
役
場
を
支
所
や
出
張
所
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
し
、
情
報

通
信
網
を
活
用
し
て
各
種
申
請
や
証
明

の
発
行
な
ど
を
広
域
で
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
公
共
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
旧

庁
舎
を
住
民
の
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

☆
公
共
料
金
な
と
の
住
民
負
担
か
増
え

な
い
か
？

・
行
財
政
が
効
率
化
す
る
こ
と
に
よ
り

財
政
基
盤
を
強
化
し
、
住
民
負
担
の
軽

減
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
町
村
合
併
は
、
都
留
市
の
将
来
の

あ
り
方
や
、
私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
理
解
を
深
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

次
回
は
、
市
町
村
合
併
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

間
合
先

政
策
形
成
課
　
政
策
形
成
課


